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論文内容の要 旨
【臼的】幼少時期のストレス、特に母f分離ストレスはその後長期間にわた りそれを受けた動物に様々な
影響を及ぼす。今凶我々は舟仔分離ストレスを仔ラットに加え、成長後の摂餌行動や脳内神経伝達物質に
対して及ぼす影響について検討した。
[方法及び結果]出牛.筒.後より離乳時まで3週間母{子分離ストレスを加えた雌雄それぞれのラットにおい
て、3，6， 9または12週齢に6日間の 2時間制限給餌を加えた。その後向由摂餌に戻したときにみられる
rebound hypcrphaεia時の24時間摂餌量を測定し、母仔分離を行わなかった訴と比較を行ったc 基礎摂餅
畳や2時間制限給制中の摂餌誕ではどの群にも有意な秀は認められなかったが、reboundhyperphaεla時
の摂餌量については、 6週、 9週齢の雌の母仔分離ラットで有意に増加した。このためより思春期に近い
9週齢雌ラ ットのrebOl1ndhyperphagia前後で脳内線条体でのdopaminc、scrotoninとその代謝産物に
ついてmicrodialysis法を用いて測定した。その結巣、向条件 卜の摂餌時の線条体にてdopamine代謝には
変化が認められなかったが、 ~erotoninでは基礎放出{直{底下と代謝冗進が認め られたの
【結論】母仔分離を受けたラッ トが対照若干のラットに比べて成長後iこreboundhyperpha♂aの増強を示し、
神経伝達物質の反応性の定化を認めたことにより、 幼児期や小児期にうけた精神的・肉体的ス トレスが思
春期の摂食行動にまで影響を及ぼし、それはscrotonin系を介している可能性が示唆された。
論文審査の結 果 の要旨
幼小児期のストレス、特に母イチ分離ス トレスはその後長期間にわたりそれを受けた動物に行動ならびに
精神面で種々の影響を及ぼすといわれている。しかし、摂食行動との関連については研究されていないc
そこで本研究では母仔分離ストレスを仔ラットに加え、これの成長後の摂餌行動や脳内神経伝達物質に及
ぼす影響について検討を加えた。
IH生直後より離乳時まで3週間母仔分離ストレスを加えた雌雄それぞれのラ ットにおいて、3，6， 9また
は12週齢に 6日間の 2時間の時間制限給餌を加えた。その後自由摂餌に民したとき にみられるrebound
hyperphagia時の24時間摂餌届を測定し、時仔分離を行わなかった群と比較したの reboundhyperphagia 
時の摂制量については、 6週、 9週齢の雌の母{子分離ラッ トで有怠に増加した。このため 9週齢雌ラット
のreboundhypcrphag'ia前後で脳内線条体でのdops.mine、serotoninとその代謝産物についてmicrodia・
， 2?-8-
Iysis法を用いて測定したG その結果、 rcdoundhypcrphagia時の線条体にてdopamine代謝には変化が
認められなかったが、 serotoninで、は代謝瓦進が認められたc
以上のことから幼小児期にうけたストレスが思春期の摂食行動にまで影響を及ぼし、これにはserotonin
系の機能異常が関連しているロI能性がy示唆された。
卒論文では、幼小児期にうけたストレスが思春期の摂食行動にまで影響を及ぼし、それにはserotonm系
の機能異常が関連している可能性を示した。よって本論文は博士(医学)の学軌を侵与するに値するもの
と判定された。
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